
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

栃 木 県都道府県名

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 栃 木 県 河 内 郡 上 河 内 町 立 西 小 学 校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ ２ １ ８
１５

児童数 ３０ ３７ ３３ ３９ ４０ ４４ ２ ２２５

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

一人一人を大切にしながら自ら学ぶ児童の育成を目指して

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

全学年算数及び国語
学校全体の取組とするため全学年で実施している。両教科が，児童の学力を支
える主要教科であり，本校の実態として児童の学力格差を縮めていく必要がある

。ため

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
個に応じた指導の工夫と改善

平 ○ 仮説
． 、成 １ 児童の実態や教材の特性に応じた指導の工夫・改善を行うことにより
児童一人一人の学力を向上させることができるであろう。14

年 ２．基礎的なスキルの定着を図ることにより，日々の学習活動を充実させ
度 ることができるであろう。

３．児童の習熟の度合いにあった教材が提供でできれば、意欲的な学習へ
の取り組みを促すことができるであろう。



○ 研究の内容・方法
・国語及び算数の両教科部会において教材研究と指導法の研究をするとと
もに，個に応じた指導法ができるよう教材の整備を行い，授業研究会や日
常の教科指導の中で実践し，仮説の検証を行う。

平 ○ テーマ
成 児童一人一人にとって分かる授業の創造

○ 仮説15
年 １．児童の個性に応じて、指導法・指導体制を工夫することにより、児
度 童に基礎・基本が身に付くであろう。

２．基礎的なスキルを繰り返し、継続的に取り組ませることによりを通
して、基礎的な学力を身に付けさせることにより、日々の学習活動を
充実させることができるであろう。
３．児童一人一人の学習環境を整えることで、学習への意欲を促すこと
ができ、達成感を味わわせることができるであろう。

○ 研究の内容・方法
・分かる授業について分析し，個に応じた教材の開発や学習課題の提示
の工夫など指導法の工夫・改善について実践研究を行うとともに，基礎
的基本的なスキルの定着と，児童の生活改善のための家庭との連携の在
り方について，実践的に検証していく。

平 ○ テーマ
成 児童一人一人にとって分かる授業の創造

○ 仮説16
年 ・児童の学びあいのある「分かる授業」を展開することで，自らを高め
度 ようとする意欲を高めることでき，主体的な学びを展開することができ

るであろう。
○ 研究の内容・方法

・ 分かる授業」に関し具体的な児童像を分析し，それを目指す姿とし「
て，指導と評価の一体化を目指す授業改善に取り組む。具体的には，評
価の在り方・教材の開発・個に応じる指導体制・児童の基礎作りとして
の学習環境の整備に取り組んでいく。

＊ 平成１５年度からの新規校については、平成１５、１６年度の計画について記入
すること。



( ) 研究推進体制3

。・家庭連携部会を新たに設置
国語部会 児童の学ぶ姿勢の改善を目的

研究推 全体研 に，実態把握と意識の啓発を
進委員 究会 算数部会 行う。
会 ・各学に が常時実施できTT

。家庭連携部会 るように人的配置を工夫した

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・本校の取組に対して，保護者の理解を高めることができた。
アンケート調査結果（保護者）

による指導について「良い」との回答TT
８９．４％（ ）→９４．１％（ ）H14 H15

少人数指導について「良い」との回答
８７．６％（ ）→９２．０％（ ）H14 H15

学力向上に対する期待感「期待できる」との回答
４８．２％（ ）→６７．５％（ ）H14 H15

・児童の学習に前向きに取り組む姿勢が見られるようになってきた。意識調査の
上では，高学年児童にその傾向が明確に見られる。

意識調査（児童）
国語の学習は好きかについて「好き」との回答

年 ４８％（ ）→５８％（ ）4 H14 H15
年 ５７％（ ）→６１％（ ）5 H14 H15
年 ５５％（ ）→５５％（ ）6 H14 H15

国語の学習は役に立つかについて「役立つ」の回答
年 ８８％（ ）→８８％（ ）4 H14 H15
年 ８１％（ ）→９５％（ ）5 H14 H15
年 ９３％（ ）→９５％（ ）6 H14 H15

学習していることが分かりますかについて「分かる」の回答
年 ６８％（ ）→８３％（ ）4 H14 H15
年 ７７％（ ）→８２％（ ）5 H14 H15
年 ７１％（ ）→８６％（ ）6 H14 H15



算数の学習は好きかについて「好き」との回答
年 ８０％（ ）→６６％（ ）4 H14 H15
年 ６０％（ ）→８４％（ ）5 H14 H15
年 ６３％（ ）→７７％（ ）6 H14 H15

算数の学習は役に立つかについて「役立つ」の回答
年 ９４％（ ）→８９％（ ）4 H14 H15
年 ９３％（ ）→ ％（ ）5 H14 100 H15
年 ９８％（ ）→９３％（ ）6 H14 H15

学習していることが分かりますかについて「分かる」の回答
年 ７２％（ ）→７０％（ ）4 H14 H15
年 ６１％（ ）→９０％（ ）5 H14 H15
年 ８０％（ ）→８０％（ ）6 H14 H15

・粘り強く学習に取り組むようになってきた。
・学習した後，成就感，充実感を訴える児童が増えてきている。
・教師の授業作りに対する意欲が高まってきた。

２．今後の課題

・深まりのある授業できるようにするため 国語では 聞く・話す 算数では 解， 「 」 「
決」の場面に焦点を当てて授業研究に取り組み，児童が互いに話し合い深め合え
る力の育成を目指していく。

， ，・児童の抱える課題を保護者と共有できるようにするため 家庭との連携を深め
児童の生活の改善を図るとともに，児童を支える保護者の意識の啓発を図ってい
く。
・指導と評価の一体化を進めるために，継続且つ確実にできる評価の在り方を検
討していく （ 分かる授業」と児童の見取り）。「
・伸びる児童をさらに伸ばすため，発展的な指導の在り方について工夫と改善を
図り，児童の意欲の向上を図っていく。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・定期的な学習状況の調査の実施（年 回： 月上旬＜国語・算数＞）1 2
観点別に学習状況を分析し，指導の反省と今後の指導の在り方の検討資料と
する。

・国語，算数についての継続的な意識調査（年 回： 月下旬）1 12
教科に対する姿勢や学習態度に関する状況について調査し，指導の反省と今

後の指導の在り方の検討資料とする。



Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・授業研究会の公開 （河内郡内教員 その他問い合わせのあった他県教員）
算数 年「わり算」 ：平成 年 月 日 本校ミーティングルーム3 15 6 27
国語 年「お話大好き ：平成 年 月 日 本校ミーティングルーム2 15 10 24」
算数 年「いろいろな図形の面積」5

：平成 年 月 日 本校会議室15 11 21
・講演会 （町内教員）

「基礎・基本の定着を図る算数指導の在り方」 木村寛 宇都宮大学教授
「表現学習の方向」 長尾高明 文教大教授

・学力向上推進協議会での中間報告：平成 年 月 日：河内教育事務所16 2 2

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
�

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級ゝ
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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